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3年⽬までの全システムエンジニア

CASE STUDY 導⼊例の紹介

TARGET SECTION – 取得対象者TARGET SECTION – 取得対象者

■ 株式会社内⽥洋⾏グループが主とする
3事業「公共関連」「オフィス関連」「情
報関連」において、ICT系ビジネスが
「65%」を占めている。

BACKGROUND of Efforts – 取り組みの背景BACKGROUND of Efforts – 取り組みの背景

株式会社内⽥洋⾏
Uchida Yoko Co., Ltd.

~ ICTビジネス促進への強い取り組み、
若⼿エンジニア育成の柱となるCompTIA認定資格 ~

CompTIA Security+は、セキュリティ
概念、脅威や脆弱性、ツール、対応⼿順に
関連するスキルや、セキュリティインシデ
ントの発⽣を予防するため定期的に実施さ
れるべき運⽤⼿順等のスキルを評価する認
定資格。

CompTIA Network+は、ネットワーク
技術に携わる職種において、実務上共通して
必須なネットワークの構成、運⽤、トラブル
シューティングなどスキルをはじめ、セキュ
リティやツールを⽤いたトラブルシューティ
ングなどのスキルを評価する認定資格。

ファンダメンタルスキルとして活⽤

■ 2006年にネットワークテクニカルセンター
（NTC）を⽴ち上げ、ITネットワーク基盤、コミュニケー
ション基盤に対応したソリューションサービスを推進する
技術者の育成を実施。地域、教育、企業に対して、ネット
ワークコンサルティング・構築・運⽤管理ビジネスを提供

SOLUTION – 導⼊の認定資格SOLUTION – 導⼊の認定資格

CompTIA Server+は、サーバーの構築、
管理・運⽤において、サーバーの役割や仕様、
環境問題の特定、災害復旧や物理セキュリ
ティ、ソフトウェアセキュリティの理解と実
装、トラブルシューティングなどについての
スキルを評価する認定資格。

その他多数の科⽬を導⼊

株式会社内⽥洋⾏グループ全体で、
ICTビジネスを強化！
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CompTIA（コンプティア）
CompTIAは、1982年、IT業界の要請から発⾜した
⾮営利の業界団体です。ITに携わる企業や個⼈の
利益を⾼めるため、「教育」、CompTIA認定資格
での「認定」、IT業界の声を反映しIT政策に反映
するための「政策⽀援活動」、IT業界への「社会
貢献」の4つを柱として活動を続けています。
⽶国シカゴ本部を中⼼に世界に10の拠点を持ち、
2001年に⽇本⽀局が設⽴されています。

CompTIA認定資格
1993年より提供開始されているCompTIA A+をは
じめとするCompTIA認定資格は、業界エキスパー
トにより開発され、実践⼒、応⽤⼒を評価する認
定資格として、法⼈を中⼼にワールドワイドで180
万⼈以上に取得されています。CompTIA A+, 
Network+, Security+, CASP, Storage+の認定資格
は、ISO 17011/17024の認定を受け、信頼性の⾼
い認定資格として評価されています。

CompTIA A+

CompTIA Network+

CompTIA Security+

CompTIA Server+

CompTIA Cloud+

CompTIA Mobility+

CompTIA Storage+ powered by SNIA

CompTIA Project+

CompTIA CDIA+

CompTIA CTT+

CompTIA Strata IT Fundamentals

CompTIA Cloud Essentials

ビジネス・コミュニケーション・スキル診断

ACTION – 取り組みACTION – 取り組み

現場の声
「NTCサポートでは、ソリューションサービスの提供を
⾏うエンジニアの技術とノウハウを標準化することで
品質の向上に努めています。

若⼿エンジニアの基礎部分として多数導⼊している
CompTIA認定資格は、ベンダーに依存しないことから、
特定の技術や製品に偏らないスキルを学ぶことができま
す。また、実践的知識を体系的に学ぶことができること
も導⼊理由の⼀つです。まさに、SEのファンダメンタル
スキルの習得計画の柱として活⽤しています。

将来的には、⼈材マップのような形で、技術ごとにスキ
ルアップが必要な⼈数と現状を把握し、⼈材育成の全体
的な取り組みを可視化していく予定です。
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ネットワークテクニカルセンターに従事する3年⽬までの
エンジニアを中⼼に「キャリア開発プログラム」を実施

■ パートナー企業との技術要素とスキル判定を共通化
■ 半期ごとにスキル判定と教育計画の⾒直しを実施

向上ポイント

経験年数や能⼒に応じた研修や資格取
得の促進が容易となるだけではなく、
お客様⽀援において、さらなる⾼付加
化価サービスの提供につながると考え
ます。 」

■ 多様分野やソリューションに触れ、技術者としての幅を
広げる（複線型教育）
■ 得意分野の開発（技術志向の開発）
■ パーソナルスキル（コミュニケーション、プレゼンテー
ションスキル、ホウレンソウ徹底）

スキル指標を共通化


